




も増加し、平成 22 年には 5,407 人に達している 1）。
平成 22 年度の精神疾患の有病者数を学校種別にみ










































小学校学級担任の学級運営等に関連する Daily Hassles 測定尺度の開発
安藤きよみ *　中島望 **　鄭英祚 **　中嶋和夫 ***
要旨　本研究は、小学校学級担任を対象に、学級運営等に関連する Daily Hassles（日常苛立ち事）を測定する
尺度の開発を目的とした。A 県の公立小学校 50 校の通常学級担任 663 名を対象に、質問紙調査を実施した。
項目反応理論を用いた内容的妥当性の検討、構造方程式モデリングによる因子構造ならびに外的基準との関
係での構成概念妥当性の検討、並びに内的整合性に着目した信頼性の検討を行った。その結果、最終的に選











































Hassles（以下、職務関連 Daily Hassles とする）、
精神的健康（GHQ-12）で構成した。











16 項目、「保護者関連 Hassles」6 項目の計 22 の質
問項目を作成した。各質問項目に対する回答と得点
化は、まず Hassles の経験頻度について「0 点：全





















































データに対する適合性は、CFI と RMSEA により








論のフリーソフト EasyEstGRM Ver.0.4.124）、Mplus 
version 2.01 を用いた。なお本研究では、回収され








50 人（9.7％）、教諭が 466 人（90.3％）と大半が教
諭であった。担任学年は、いずれの学年も 15.3 〜
17.7％と大きな偏りはみられなかった。現任校着年
後期間は、平均 38.1 ヵ月（標準偏差 23.7）、教職期
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間は平均 203.5 ヵ月（標準偏差 126.5）であった。
担任学級の児童数は、男子が 15.3 人と、女子の 14.4
人に比べやや多かった。担任学年の学級数は、平均
2.8 学級（標準偏差 1.3）であった。全校の学級数は




（2 ）教員の職務関連 Daily Hassles 測定項目の
検討（表 2 ～ 4）
　教員の職務関連 Daily Hassles についての回答
傾向は、まず経験頻度の回答「よくあった」「時々
あった」に着目すると、「児童関連 Hassles」で
は「2. 授 業 中、 児 童 が 私 語 を す る 」 で 245 人
（47.5％）、「3. 授業中、児童が教科書を見るべき時に
見なかったり、ノートに書くべき時に書かなかった

















56.1%、「保護者関連 Hassles」で 61.6% と一次元性
の基準を満たしていた。次に項目反応理論により識
別力と困難度を算出した結果、「児童関連 Hassles」
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あった（経験頻度：χ2=102.129, df=41, CFI=0.972, 
RMSEA=0.054 / ストレス強度：χ2=74.112, df=37, 









験頻度）で 6.9（標準偏差 5.1、範囲 0 〜 23）、保護
者関連 Hassles（経験頻度）で 2.9（標準偏差 2.3、
範囲 0 〜 12）、児童関連 Hassles（ストレス強度）
で 5.8（標準偏差 5.4、範囲 0 〜 25）、保護者関連
Hassles（ストレス強度）で 2.9（標準偏差 2.7、範囲
0 〜 12）となっていた。







計得点をみると、平均 2.4（標準偏差 3.0、範囲 0 〜




連 Daily Hassles と精神的健康との関連性を検討し
たところ、まず仮定した因果関係モデルのデータ






精神的健康に対して、児童関連 Hassles は 0.302、
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Development of the Daily Hassles Scale for Elementary School Homeroom 
Teachers’ Class-Management
KIYOMI ANDO*，NOZOMI NAKASHIMA**，YOUNG-JO CHUNG**，
KAZUO NAKAJIMA***
  * Department of Medical Welfare, Faculty of Medical Welfare, Kawasaki University of Medical Welfare, 288 
Matsushima, Kurashiki-shi, Okayama, 701-0193, Japan.
 ** Graduate school of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University, 111 Kuboki, Soja-shi, 
Okayama, 719-1197, Japan.
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Abstract
The purpose of this research was to develop the Daily Hassles Scale for elementary school homeroom 
teachers’ class-management.  We conducted a survey on 663 regular homeroom teachers of public 
elementary schools in A prefecture.  We examined the content validity of the questionnaire by means of 
item response theory.  We also examined its construct validity in a relation with the factor structure and 
the external criterion by means of SEM, and its reliability which paid its attention to inner consistency.  The 
validity and reliability of “Daily Hassles Scale for Class-Management” which we composed of 9 items for 
students’ affairs and 4 items for parents’ affairs were good enough.  These findings suggested that using this 
hassles scale may be useful for examination of the relationship between teachers’ stress and their internal/
external resources and the effective support to maintain teachers’ mental health.
Keywords：homeroom teacher, stress, mental health, structural equation modeling, item response theory
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